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まず第 l 部では，イタリア旅行におけるゲーテの自然体験，芸術体験に即してその成果が検証される。第 1 章では
『旅日記』の言語表現が検討され，第 2 章ではイタリアにおけるパラーディオ建築の体験を通して，第 3 章ではシチ
リアの旅を辿ることで，ゲーテの「アウトノミ一美学」の成立が明らかにされている。
続く第 2 部では，イタリアからヴァイマルに帰国した直後に書かれた作品の検討を通して，ゲーテの「古典主義」
的な象徴理論の生成と意義が論じられる。第 1 章では. r自然、の単純な模倣，手法，様式J. r ローマの劇場で男性に
よって演じられる女性の役割J. r造形芸術の理論のために，建築，造形芸術の素材』の 3 つの美学論文が取り上げら






それが彼の「古典主義」とどのように関わっていたのかが究明されるo まず第 l 章では，ゲーテが有機体の生命活動
に見た収縮と拡張，求心力と遠心力といった「両極性」の概念を彼がどのように色彩という物理的自然の理解に適用
しようとしたのかが検討され，さらに，彼が導き出した独自の色彩円を経て，それが古典主義的な「全体性」の理念
へと結実してゆく過程が明らかにされているo 第 2 章では. r色彩論j 3 部作の第 3 部『歴史篇』が取り上げられ，






























を中心に据えているためとは言え， rイフィゲーニエj， r タッソ -j， rヴィルヘルム・マイスターj， r ファウスト J
など，ゲーテのいわゆる「古典主義」期の文学作品に当てられた部分が少ないのは，ゲーテの「古典主義」を論じた
研究としてはややもの足りない印象を与えるかもしれない。
しかし，言語表現の具体的な細部にこだわり続けた姿勢，とりわけ従来顧みられることのなかった自然科学論文に
おける言語表現の重要性の指摘は，今後のゲーテ研究に貴重な一石を投じたものと言える o よって本審査委員会は，
本論文を博士(文学)の学位を授与するのに充分な価値を有するものと認定する。
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